
ファルコン S 

 

＜ＡＩ注目馬＞ 

3, 5, 7, 8, 10 

 

 

＜最終見解＞ 

 

時計がかかると米国指向の持続力が問われやすいレース。 

 

過去 5年で勝ち時計が最も遅い 2018年は父も母父も米国型が 1、2着。 

 

 

本命はバグラダス。 

 

父米国型。 

父か母父米国型ナスルーラ系も 2016年と 2014年に人気薄が馬券に。 

 

母は芝 1400mの重賞連対馬。 

 

前走で 1600m以上の重賞を使っている馬も有利なレース傾向。 

 

  



フラワーC 

 

＜ＡＩ注目馬＞ 

1, 6, 11, 16 

 

 

＜最終見解＞ 

 

欧州指向の血統が走りやすいレース。 

 

 

本命はマテンロウアルテ。 

 

父欧州型で母父も非サンデー系。 

サンデーの血も全く持たない馬。 

 

キングマンボ系×ノーザンダンサー系は昨年の勝ち馬と同じ。 

先行持続能力に優れた配合。 

前走 2000m以上を使っている馬も有利なレース傾向。 


